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号Ｃ
Ｍ
ｔ
o
m第

市
で
は
六
月
十
二
日
に
、
菟
道
第
二
小
学
校
跡
地
利
用
計
画
を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
菟
道
第
二
小
学
校
跡
地
と
現
在
の
市
役
所
庁

舎
内
敷
地
を
利
用
し
て
、
水
道
庁
舎
や
総
合
福
祉
会
館
、
議
会
棟
、
新
市

庁
舎
な
ど
を
中
心
に
し
た
公
共
施
設
や
駐
車
場
、
広
場
な
ど
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
計
画
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

Ｉ
Ｉ
ｒ
ｌ
Ｉ
ｒ
ｌ

ｙ｝ｙ｝ｙｙｙ｝”ｙｙ
し

木幡公民館園芸教室

菊づくりを学ぶ

木
幡
公
民
館
で
は
、
開
館
以
来

初
の
事
業
と
し
て
。
六
月
十
九
日

に
、
開
西
菊
花
連
盟
理
事
の
斉
藤

治
さ
ん
を
講
師
に
「
菊
っ
ぐ
り
園

芸
教
序
を
開
冷
ま
し
た
。

こ
の
日
、
開
講
の
午
後
一
時
に

は
、
市
内
全
域
か
２
茄
さ
れ
た

百
二
丈
の
主
婦
や
お
年
寄
り
の

み
な
令
今
義
場
は
満
員
。
こ
の

園
芸
教
室
は
、
土
づ
く
肛
か
ら
育

成
、
観
賞
翻
の
菊
づ
く
り
ま
で
計

三
回
に
わ
た
っ
て
学
ぶ
も
の
で
、

初
日
の
こ
の
日
は
全
般
的
な
注
意

や
土
づ
く
ひ
な
ど
指
導
か
受
け
ま

し
た
。
（
写
真
は
斉
藤
”
ん
の
説

明
を
営
け
る
参
加
者
の
み
な
さ
ん
）
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D
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述
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一
ａ
一

一一

Ｅ″″四四に

市
で
は
、
菟
道
第
二
小
学
校
の

移
転
改
築
完
了
後
の
昭
和
五
十
五

里
ハ
月
、
庁
内
に
公
共
施
設
配
置
、

専
門
部
会
（
宇
治
市
総
合
計
画
策

定
心
一
議
の
付
属
組
織
）
を
設
置
し

菟
道
第
二
小
学
校
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
計
画
策
定
作
業
夕
進
め
て

き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
計
画
の
基

本
方
向
は
、
花
道
第
二
小
学
校
跡

地
周
辺
蔵
市
の
中
央
施
設
と
南

山
城
地
域
の
中
核
施
設
の
配
置
地

区
と
し
て
位
員
つ
け
て
い
ま
ず
。

こ
れ
は
、
市
内
の
市
街
地
で
菟
道

第
二
小
学
校
跡
地
規
模
の
用
地
を

入
手
ず
る
こ
と
が
、
今
後
不
可
能

に
近
い
と
判
断
で
き
る
こ
と
と
、

こ
の
地
域
周
辺
は
、
現
在
市
９
屏

全
体
的
な
計
画
の
用
地
は
、
そ

の
中
忿
竟
道
第
二
小
学
校
跡
地

一
万
三
千
五
百
四
十
八
平
方
Ｕ
と

や
消
訪
本
部
、
宇
治
簡
易
裁
判
所

保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
、
茶
業
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
宇
治

法
務
合
同
庁
舎
や
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
、
山
城
総
合
運
動
公
園
な
ど

の
建
聡
訂
圃
が
定
ま
っ
て
お
り
、

す
で
に
建
設
に
着
工
し
て
い
る
も

の
も
あ
る
た
め
、
宇
治
市
は
も
と

よ
旦
岡
山
城
地
域
で
の
諸
機
能
の

中
心
的
な
役
割
を
想
っ
こ
と
に
な

る
た
め
で
す
。

昭
和
7
5
年
ま
で
の
2
0
ヵ
年
で

新
市
庁
舎
な
ど
建
設

し
、
現
市
庁
舎
敷
地
一
万
三
千
九

百
七
平
方
Ｕ
な
ど
を
含
め
て
約
三

万
平
方
Ｕ
と
し
て
い
ま
ず
。
ま
た

人
口
二
十
二
万
人
、
市
職
員
総
数

一
千
九
百
人
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
昭
和
七
十
五
年
度
を
、
市

庁
舎
整
備
の
完
了
年
度
と
し
、
こ

れ
か
計
画
期
間
に
し
て
い
‘
’
チ
。

利
用
計
画
で
は
、
善
法
地
区
か

ら
西
行
す
る
道
路
心
下
居
２
号
線
）

を
延
長
さ
せ
、
現
在
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
東
西
に
横
断
す
る
幅
員
十
二

じ
の
道
路
夕
薪
設
し
、
東
町
白
川

線
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
北
側
部
分
か
廃

道
と
し
ま
す
。
そ
し
て
、
新
設
道

路
か
ら
北
側
約
一
万
七
千
八
百
五

十
平
方
Ｕ
（
現
市
庁
舎
敷
地
を
含

む
）
は
、
市
庁
舎
用
地
と
し
て
い

季
一
。
新
設
道
路
か
ら
南
側
約
一
万
一

千
四
百
平
方
Ｕ
（
水
道
企
業
会
計

借
地
な
ど
含
む
）
の
用
地
は
、
水

道
庁
舎
や
総
合
福
祉
会
館
、
市
民

宍Ｊ″

広
場
の
建
設
用
地
と
し
て
予
定
し

て
い
ま
７
．

市
庁
舎
用
地

財
政
計
画
も
ｔ
'
l
＾
’
三
期
に
分

け
増
築
ず
る
予
尼
で
す
。

第
一
期
は
ま
ず
プ
レ
ハ
ブ
解
消

策
と
し
て
五
十
七
年
度
（
一
部
五

十
八
年
度
）
に
四
階
建
て
剪
訂
画
。

最
終
的
に
は
七
十
五
年
度
蛮
展
望

し
、
議
員
定
数
増
な
ど
に
対
応
し

た
議
会
棟
と
１
栗
ず
が
、
そ
れ
ま

で
は
全
体
的
な
事
務
室
面
積
の
配

分
の
中
で
複
合
的
に
活
用
ず
る
予

定
で
す
。
第
二
期
は
磐
愚
口
制

の
導
入
奎
凶
る
た
め
、
新
本
館
を

六
十
一
年
か
ら
五
ヵ
年
の
う
ち
に

三
階
ま
で
建
設
、
第
三
期
は
ぢ
十

一
年
か
ら
五
ヵ
年
の
う
ち
に
四
階

か
ら
七
階
を
増
築
、
七
十
五
年
に

は
完
了
ず
る
予
足
で
す
。

水
道
庁
舎
用
地

五
土
八
年
度
に
四
階
建
の
単
独

建
物
と
し
て
建
設
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
ｙ
。
水
道
庁
舎
は
、
市

庁
舎
の
一
環
と
な
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
利
用
計
画
に
位
屑
『
つ
け
て
い

Ｊ
手
。

総
合
福
祉
会
館
用
地

総
合
福
祉
会
館
は
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
孝
人
福
祉
セ
ン
タ
’
‐
、
身

体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
な

Ｓ
＼
、
五
土
ハ
、
五
十
七
年
度
の
二

ヵ
年
で
建
設
す
る
予
定
で
す
。
こ

の
用
地
に
つ
い
て
は
、
交
通
条
件

が
よ
く
、
公
的
機
関
と
の
連
携
も

取
り
や
す
い
市
庁
舎
の
近
ぐ
に
建

設
し
て
ほ
し
い
と
い
之
§
君
あ

る
た
め
こ
の
利
用
計
画
に
位
既
つ

け
て
い
ま
７
．

市
民
広
場

市
民
の
憩
の
場
が
、
都
市
化
の

進
行
の
中
で
確
保
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
こ
の
利
用
計
画
で
は
市
民
が

琴
尽
（
汲
場
忿
位
既
つ
け
て
い
ま

す
。

そ
・
の
他

教
育
庁
舎
は
、
市
庁
舎
第
二
期

増
築
時
ま
で
、
Ⅲ
繩
參
爵
ず

る
こ
と
に
し
て
い
未
了
。

来
客
用
共
同
駐
車
場
と
し
て
、

議
<
!
Ｒ
棟
の
第
一
期
増
築
分
か
ら

現
教
育
庁
舎
ま
で
の
東
側
（
都
市

計
画
街
路
宇
聊
曰
川
線
沿
い
）
を

活
用
。
市
民
広
場
は
、
今
後
市
の

中
心
施
設
建
設
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
や
、
総
合
計
画
の
見
直
し
に

よ
っ
て
新
た
に
配
置
が
必
要
Ａ
）
＾

る
施
設
が
で
き
た
場
合
、
そ
の
一

部
を
割
愛
し
て
対
応
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
ｙ
。
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Ｉ０Ｓのそく

「
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
」

か
ら
は
じ
め
て
五
十
余
回
、
い

わ
ゆ
る
。
中
芦
に
お
け
る
宇

治
の
、
さ
素
弓
刄
浹
史
Ｍ
Ｂ

り
つ
づ
け
て
き
な
。
市
史
の
窓
」

も
、
い
よ
い
よ
こ
の
時
代
の
記

述
に
ピ
リ
オ
ド
牽
７
ち
、
新
し

い
。
近
世
’
と
い
う
時
代
に
入

ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
数

回
は
、
こ
つ
レ
だ
時
期
に
お
け

る
興
味
深
い
幾
つ
か
の
。
宇
治

の
顔
‘
を
な
が
め
る
こ
と
に
し

ぷ
つ
。
ま
ず
そ
の
ひ
と
つ
が
。

「
信
長
公
記
」
巻
十
二
が
語
る

。
宇
治
橋
懸
け
さ
黎
父
で
の

事
″
で
あ
る
。

天
正
七
年
（
一
五
七
几
）
九

月
十
四
日
、
京
都
で
座
頭
衆
（
盲

人
）
の
な
か
に
紛
争
が
生
じ
な

こ
と
の
子
細
は
、
摂
ほ
の
兵
庫

麦
の
と
り
入
れ

に
常
見
と
い
う
分
限
者
（
富
者
）

が
い
て
．
よ
り
以
上
の
巨
富
を

得
ん
と
し
た
彼
が
、
眼
は
よ
い

常
見
ら
検
校
芦
石
の
非
m

め
た
信
長
は
．
当
然
の
こ
Ａ
ｉ
Ｈ

が
ら
厳
し
い
成
敗
を
加
え
ぷ
つ

こ
の
天
Ｅ
七
年
の
宇
治
橋
修

復
一
件
に
つ
い
て
は
、
『
m

院
日
記
』
の
同
年
十
二
月
七
ａ

の
じ
ｔ
貫
と
い
・
矣
金
＊
)
つ
汎
と
し
た
と
こ
哉
検
校
芦
Ｅ
ほ
条
に
、
大
和
三
輪
山
の
木
が
７

善
心
高
の
官
職
で
乱
必
死
の
詫
び
ｔ
い
れ
、
黄
金
一
一
治
橋
の
用
材
に
端
本
ほ
ど
伐

槻
に
な
り
ヽ
座
頭
衆
の
許
司
料
百
枚
逗
し
だ
し
て
賢
扁
採
良
ヽ
毎
日
大
物
（
尼
崎
）

を
と
っ
て
、
京
都
で
楽
々
の
生

活
衆
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
こ

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
信
長
は

こ
の
二
百
枚
の
黄
金
を
ぶ
石

に
引
い
て
い
る
と
み
え
。
「
国

（
大
和
）
の
悩
み
、
沈
思
々
々
。

で
小
函
頭
共
は
、
「
こ
れ
ま
で
川
平
等
院
の
前
に
、
末
代
の
た
さ
S
i
な
が
ら
橋
は
万
早
下
の

は
法
規
に
の
っ
と
っ
て
仕
事
を
め
に
も
丈
夫
な
橋
あ
け
る
資
廓
判
な
り
」
畠
し
て
い
る
・

続
け
る
こ
と
が
で
参
だ
の
に
、
金
に
一
ｙ
Ｖ
そ
の
架
橋
を
ｇ
内
翌
大
正
八
年
八
月
十
二
Ｒ
、
京

信
長
の
宇
治
橋
修
復

こ
の
ぷ
７
な
分
限
者
が
検
校
に

な
る
例
が
で
４
る
と
Ｉ
寄
積

み
ｗ
t
＜
Ｖ
v
？
:
ば
だ
れ
で
も
検
校

に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
、
座
頭
に
関
す
る
秩

序
が
朱
り
れ
て
し
ま
一
つ
一
。
そ
の

う
λ
、
金
貸
し
を
お
こ
な
う
に

讐
て
あ
審
ぐ
し
i
J
a
し

て
不
当
に
金
を
取
る
の
や
迷
感

だ
」
と
信
長
に
訴
え
た
。

の
ひ
と
つ
と
し
て
行
り
れ
、
市
内

に
は
二
十
八
戸
約
一
二
・
五
t
：
が

栽
培
芦
れ
て
い
ま
ず
。

顎
節
・
山
口
甚
介
の
両
人
に

命
じ
た
と
い
う
。
も
ち
Å
ん
、

当
時
宇
治
橋
が
な
か
っ
た
と

い
・
フ
幻
け
で
は
な
く
、
「
兼
見

卿
記
」
に
も
天
正
五
年
九
月
の

宇
治
橋
見
物
が
記
４
れ
て
お
ぴ
、

信
長
沢
「
回
の
一
件
は
、
宇
治

橋
鷺
慨
底
的
に
修
復
し
、
新
橋

同
様
に
仕
立
て
さ
せ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

プ
ー
ル
掃
除

よ
左
〈
坂
へ
向
か
っ
た
信
長
は
、

そ
の
換
「
聶
の
橋
あ
覧

じ
、
御
舟
に
て
直
に
ｔ
ハ
坂
へ
御

成
り
」
と
な
っ
た
が
、
修
復
な

っ
た
宇
治
橋
の
視
察
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
ろ
っ
。
宇
治
橋
は

Φ
ａ

こ
こ
に
ま
た
、
作
い
を
調
え
た

新
し
い
時
代
の
㎡
‘
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

－
Ｏ
ｌ
Ｏ
－
０
１

日
、
六
年
牛
百
四
十
人
が
プ
ー
ル

の
掃
除
奔
レ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
水
着
姿
に
な
っ
た

児
童
が
プ
ー
ル
に
入
り
、
?
Ｕ
ｒ
ｖ
≪
j

ん
や
た
わ
し
で
掃
除
に
汗
か
流
し

ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
プ
ー
ル
を
美
し
く
と
、

掃
除
に
が
ん
ば
る
子
ど
も
た
ち

「
宇
治
市
史
」
全
六
巻
頒
布
中

今
春
に
笙
ハ
巻
を
刊
行
し
て
全

巻
幻
籍
か
み
た
「
宇
治
市
史
」

は
、
歴
史
資
料
室
で
頒
布
し
て

お
Ｉ
手
］
。
各
巻
四
千
円
。
巻

に
よ
つ
刄
残
部
が
僅
少
で
す

の
１
審
哭
幕
署
れ

る
方
は
、
早
期
に
歴
史
資
料
室

ま
で
御
申
込
み
下
さ
い
。

（
歴
史
資
料
室
）

ｌ
ｅ
゛

゛゛

市
で
ぱ
、
消
防
職
員
が
鳶
集
し

‘
手
。

▼
対
象
・
・
・
昭
和
2
8
年
４
月
２
日
か

ら
3
8
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
鳶
れ
、
通
勤
時
間

が
ｔ
時
間
以
内
の
m
.

≫
Ｈ
Ｋ
１
-
約
1
5
人

▼
試
験
日
・
・
・
７
月
1
9
日
剛

午
前
９
時
半
か
ら
宇
治

中
学
校
で
第
Ｌ
次
試
験

奎
行
い
ま
ｙ
。

市職員の募集

▼
試
験
内
容
…
消
防
職
員
と
し
て

必
要
な
知
識
及
び
教
養
に
つ
い

宇
治
市
に
お
い
て
も
．
昭
和
五

十
五
年
度
に
小
・
中
学
生
の
問
題

行
動
が
延
べ
千
三
百
四
十
人
に
の

ぼ
り
、
低
年
齢
化
や
粗
暴
化
の
傾

向
が
著
し
ぐ
な
っ
て
き
て
い
ま
ず
．

そ
こ
で
、
こ
の
七
月
は
関
係
機

関
、
関
係
団
体
、
地
域
住
民
等
が

連
携
を
と
ひ
．
青
少
年
の
非
行
防

止
の
徹
底
を
は
か
る
た
め
の
運
動

が
全
国
的
に
展
開
”
’
れ
ま
す
．

◇
゛

幼
児
に
と
っ
て
ほ
親
の
愛
情
が

梢
神
的
発
達
の
た
め
絶
対
必
要
ｐ

あ
＆
ぶ
っ
に
、
五
・
六
歳
か
ら
中

・
高
校
生
と
成
長
す
る
に
つ
れ
父

聊
こ
の
交
流
、
父
親
の
権
威
、
父

親
へ
の
信
頼
と
尊
敬
は
子
戸
石
の

性
格
形
成
上
、
．
不
可
欠
の
要
素
と

い
え
毒
７
．

ま
た
．
家
庭
に
あ
ぴ
が
ち
な
し

つ
け
の
あ
や
ま
ひ
は
、
過
保
護
、

過
干
渉
、
期
恒
心
剰
な
ど
で
す
．

こ
フ
し
た
親
の
子
ど
も
へ
の
対
応

が
な
涵
で
意
思
の
弱
い
子
、
自
主

て
の
筆
記
試
験
。
そ
の
ほ
か
作

裏

▼
申
込
み
･
･
･
（
"
-
月
１
日
か
ら
1
4
日
ま

で
吸
市
販
の
履
歴
書

に
最
近
六
ヵ
月
以
内
に

撮
影
-
Ｈ
ｉ
写
真
m
つ

Ｉ
必
要
事
項
m
入

し
、
職
員
課
に
あ
る
申

込
i
i
＊
)
ｉ
'
i
＜
Ｈ
Ｋ
出
し

て
ぐ
だ
さ
い
。
郵
送
に

よ
る
営
付
は
行
い
ま
せ
ん
。
く
わ

し
い
こ
と
は
職
員
課
ま
１

（
職
員
課
）

性
や
ま
体
性
の
な
い
子
．

勇
気
の

な
い
子
に
さ
せ
、
や
が
て
そ
れ
が

非
行
の
i
＊
-
Ｖ
Ｗ
)
な
る
の
で
す
。

明
日
を
に
な
り
青
少
年
か
罪
行

か
ら
守
る
た
め
に
は
。
親
と
い
わ

ず
す
べ
て
９
〈
人
が
考
４
ね
ば
な

ら
な
い
問
題
で
す
。

市
で
は
、
増
え
る
青
少
年
の
非

行
に
対
処
し
青
少
年
の
健
全
育
成

に
取
ひ
組
む
だ
の
、
本
壬
八
月
に

「
青
少
年
対
策
室
」
忿
設
置
。

ま
た
、
同
時
に
「
青
少
年
セ
ン

タ
ー
」
夕
設
置
し
。
青
少
年
に
つ

い
て
の
悩
み
ご
と
相
談
（
誓
箱

談
の
開
設
）
や
資
料
の
公
開
・
提

供
な
ど
の
取
Ｓ
＼
組
み
牽
す
す
め
る

と
Ａ
Ｗ
に
、
学
校
や
家
庭
、
社
心
一

が
一
体
と
な
っ
た
地
域
ぐ
る
み
に

よ
る
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め

る
こ
と
に
し
て
い
未
丁
。

市
民
の
み
な
”
λ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
に
‥
蚤
す
。

（
青
少
年
対
策
室
）

各
地
か
ら
の
プ
ー
ル
開
き
の

た
Ｈ
Ｓ
Ｍ
Ｊ
Ａ
Ｗ
に
、
夏
の
風
物

詩
「
花
さ
の
シ
ー
ズ
ン
に
な

り
ま
ず
。

こ
の
楽
に
Ｉ
美
し
い
花
火
も

間
違
っ
た
遊
び

方
を
ず
参
忌
ハ

傷
や
火
災
の
原

因
に
な
り
ま
ず
。

事
故
の
な
い

ぶ
蔵
の
こ
と

を
守
り
ま
し
よ

Ｏ
花
火
に
書
い

で
刄
陛
い
。

Ｏ
た
ぐ
Ｊ
’
λ
の
花
火
に
一
度
に

火
を
つ
け
な
い
。

Ｏ
風
の
強
い
と
き
は
、
花
’
ハ
遊

ぴ
は
し
な
い
。

正しく遊ぼうたのし

い花火

あ
る
遊
び
逗
ま
ぐ
読
み
ま

ま
し
ょ
う
。

Ｏ
花
火
牽
人
や
家
に
向
け
た
り

燃
λ
や
す
い
も
の
の
あ
る
所

Ｏ
パ
ヶ
ツ
に
水

奎
用
意
ず
る
。

Ｏ
吹
出
し
。
打

串
ぶ
陛
ど

筒
も
の
の
花

火
は
、
途
中

で
火
が
消
え

て
も
筒
を
の

ぞ
か
な
い
。

Ｏ
正
し
い
位
置
に
点
火
し
ｍ
.
し

（
消
防
本
部
）

こ
と
に
に
も
。
夏
の
大
^
Ｕ
＾
＼
じ
」
▼
テ
レ
ピ
エ
孚
レ
ン
ジ
ー
ク

を
仄
の
日
程
で
、
実
施
し
て
い
１
・
フ
ー
は
、
・
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
部
品

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
が
収
り
は
ず
>
S
K
て
い
る
と
い

大
t
Ｕ
ｒ
o
は
、
私
た
ち
の
生
う
「
検
査
済
」
ス
テ
″
カ
ー
が

活
環
境
忿
嗣
に
し
、
伝
染
病
は
っ
て
な
け
れ
ば
収
集
し
ま

命
予
防
し
ま
ず
。
ぜ
ひ
、
あ
な
せ
ん
。
廃
棄
す
る
と
溥
ぱ
メ
ー

た
の
m
庭
で
も
実
施
し
で
V
カ
ー
に
Ｃ
相
談
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。
▼
飲
食
店
や
小
売
ｆ
ｆ
ｉ
な
ご
か
ら

＜
!
|
み
の
収
Ｓ
〉
出
る
営
業
上
の
ご
み
、
邪
設
廃

大
そ
コ
じ
で
出
た
一
般
の
燃
材
な
ど
は
収
集
で
肇
曼
ん
。

え
る
ご
み
は
、
次
の
定
期
収
集
▼
新
聞
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
で
き

日
に
集
め
ま
ず
。
ま
た
、
燃
え
る
だ
け
Ｃ
み
と
し
て
出
さ
ず
、

な
い
ご
み
は
。
市
政
だ
よ
り
七
町
内
会
な
ど
が
取
り
ま
と
の
て

月
一
日
号
お
よ
び
八
月
一
ら
号
市
が
実
施
し
て
い
る
古
紙
回
収

の
収
集
日
程
表
に
従
っ
て
出
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

〈
ご
協
力
を
〉

▼
燃
λ
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご

み
に
必
ず
分
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
大
そ
う
じ
期
間
中
に

限
り
、
た
た
み
、
ふ
ｆ
Ｌ
ま
。
障

子
戸
、
マ
″
ド
レ
ス
、
べ
″
ド

や
そ
の
他
の
家
具
な
ど
は
燃
え

な
い
ご
み
と
し
て
集
め
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
小
夕
｀
ま
と

め
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
。
ご
み
は
収
集
日
に
整
和
し
て

出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
ど
に
お
出
し
ぐ
だ
さ
い
。

大そうじ日程表

雨
人
の
３
Ｃ
は
、
次
の

‐
曜
‐
に
実
施
し
Ｖ
Ａ
／

だ
さ
い
．
■（

清
掃
課
）

６
ｙ
ＯＯＩ

『ｌ｀Ｗ｀Ｓ｀

「
宇
治
黄
聚
図
」
に
描
か
れ
た
宇
治
橋

青
少
年
を
非
行
か
ら
守
ろ
う

今
Ｅ
一
日
か
ら
「
青
少
年
を
非

行
か
ら
歩
叉
荼
国
強
調
月
間
Ｊ

が
は
じ
ま
り
ま
ず
。

次
代
夕
担
う
青
少
年
を
健
全
に

育
成
す
る
こ
と
は
国
民
的
課
題
で

す
か
、
近
年
、
青
少
年
の
非
行
が

著
し
ぐ
増
加
す
る
な
ど
憂
慮
す
べ

Ｈ
ｉ
状
況
に
あ
り
ま
す
。

暑
く
て
な
か
な
か
寝
つ
か
れ
な

い
夜
に
、
隣
近
所
の
ス
テ
レ
オ
や

ク
ー
ラ
ー
９
曰
な
ど
が
い
つ
ま
で

カ
フ
と
、
睡
眠
が
妨
げ
ら
れ
、

精
神
的
に
も
イ
ラ
イ
ー
フ
し
て
た
い

へ
ん
迷
蜀
芯

の
で
す
。

有
抹
涼
し

い
夏
か
子
＆
す

た
め
に
、
。
騒

’
？
を
た
て
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

◇

わ
た
ぐ
し
た
ち
は
'
１
Ｗ
０
Ｍ

ｉ
ｍ
の
中
で
暮
β
し
て
い
ま
ず
。

た
と
え
ば
普
通
に
話
す
「
会
節

は
、
六
〇
ホ
ン
程
度
で
す
。
ま
た
ク

ー
ラ
ー
の
音
は
五
（
‥
ｙ
か
ら
七
五
ホ

ン
、
テ
レ
ビ
ー
ス
テ
レ
オ
は
七
｛
｝

か
ら
九
五
ホ
ン
ぐ
ら
い
で
す
。
こ

れ
ら
の
音
も
昼
間
な
ら
‘
’
６
ぴ
の

ｍ
に
か
き
消
さ
れ
た
り
弱
め
β
れ

た
り
し
て
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
問
題
は
夜
川
で
す
。

物
音
一
つ
し
な
い
静
か
な
夜
の

音
の
大
窟
ほ
一
一
〇
習
四
宮

ン
く
ら
い
で
す
。
こ
れ
略
塵
・

が
す
る
と
睡
眠
登
四
げ
る
耳
丿
易

り
な
騒
ａ
と
感
じ
ま
す
。
夜
間
に

は
テ
レ
ビ
９
四
を
小
Ｗ
v
す
る
な

ど
Ｑ
箭
へ
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

近
隣
騒
音
の
な
か
で
も
。
深
夜

傑
栞
の
喫
茶
店
や
ス
ナ
″
ク
な
ど

の
カ
ラ
オ
ケ
の
騒
音
に
よ
る
被
害

か
受
け
る
人
が
増
え
、
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
未
了
。

カ
ラ
オ
ケ
装
置
な
ど
？
置
い
て

営
業
さ
れ
て
い
る
店
は
、
近
隣
騒

音
に
ご
注
意
い
た
だ
ぐ
と
と
も
に

良
行
な
隻
損
境
保
全
に
い
っ
そ

う
ご
協
力
ぐ
だ
さ
い
。（
環
境
保
忿
課
）

4
1
4
1
4
1
毎
1
4
1
4
1
4
1
～
Ｉ
ｒ
４

夏
の
大
そ
う
じ

7
月
は
強
調
月
間

心
づ
か
い
で
涼
し
い
夏
を
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Ｉ
り
Ｉ

ぐ

夏市民プールで泳ごう

15日からオープン

夏
の
強
い
尽
じ
の
下
で
、
元

気
に
泳
ぎ
ｆ
’
せ
ん
か
。

m
m
と
西
宇
治
公
園
に
あ

る
市
民
プ
ー
ル
が
、
７
月
1
5
日
か

ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
ず
。
両
市
民
プ

ー
ル
に
は
五
十
肩
プ
ー
ル
と
幼
児

用
プ
ー
ル
が
ｍ
＆
>
<
Ｋ
て
お
び
、

昨
年
は
約
九
万
人
の
市
民
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

今
年
も
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▽
開
園
日
時

７
月
1
5
日
出
・
1
6
日
出
…
午
後

λ
７
４
時
、
７
月
1
7
日
働
・
1
8

１年昨ぐル一プ民市Ｓ
つ
わぎにでちたもど子

日
中
・
・
午
後
ｒ
-
l
時
-
l
O
時
、
７
月

1
9
E
咄
～
3
1
旦
甲
・
午
前
1
0
時
Ｉ

午
後
ａ
時
、
８
月
１
日
出
～
3
0
日

側
…
午
前
1
0
時
１
午
後
４
時
、
８

月
3
1
日
叩
小
前
1
0
時
～
午
後
３

時
。
た
だ
し
、
圃
大
の
場
合
、
水
温

低
ト
な
ど
に
よ
ひ
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
濠
７
。

▽
入
場
料

事
業
所
統
計
調
査

事
業
所
砺
訂
調
査
の
調
査
票
の

記
入
は
、
も
７
お
済
み
で
し
ょ
う

か
。

ま
だ
記
入
さ
れ
て
い
な
い
と
き

は
、
ご
め
ん
こ
つ
で
す
が
忘
れ
ず

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
・

近
日
中
に
堕
昌
が
調
査
｀
男

お
と
な
二
一
臼
円
、
中
学
生
以
下

五
十
円
で
す
。

■
な
お
、
両
プ
ー
ル
ど
ら
駐
車
助

が
狭
く
混
雑
し
求
ゐ
で
、
車
で

の
来
園
は
公
慮
ぐ
だ
さ
い
。
お

問
い
合
わ
せ
は
、
黄
槃
公
園
事
務

所
（
Ｒ
Ｙ
９
０
５
）
ま
で
。

（
都
市
計
画
課
）一

統…

２
ｙ

回
収
に
お
伺
い
し
季
ゐ
で
、
よ

ろ
し
ぐ
ぉ
願
い
し
ま
す
。

（
企
画
課
）

統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品

邨
訂
グ
ラ
フ
コ
ン
タ
ー
ル
が
行

わ
れ
ま
ず
。

▼
資
格
…
第
Ｌ
部
の
小
学
校
３

年
生
以
下
か
ら
第
ａ
部
の
一
般
の

人
ま
Ｐ
ｌ
Ｄ
つ
に
分
か
れ
て
お
ひ
、

京
都
府
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
人
、
府
内
の
学
校
に
在
学

し
て
い
る
人
ｙ
提
出
先
・
・
・
市
心
房

企
圃
課
ま
で
。

児
悟
な
μ
て
わ
し
い
こ
と
は
、

各
学
校
、
金
岡
課
、
教
登
霞
３

ま
で
お
問
い
<
ｊ
ｎ
５
＊
v
だ
さ
い
。

（
企
固
課
）

宇
治
市
農
業
委
員
望
員
の
選

挙
が
七
月
ナ
ｔ
Ｂ
に
行
わ
れ
ま
ず
。

農
業
香
員
は
、
耕
作
農
民
の
権

利
を
保
護
し
自
作
農
の
創
設
ａ
Ｈ
Ｊ

の
維
持
を
は
か
る
な
ど
が
主
な
仕

事
と
な
っ
て
い
ま
ｙ
。

◇
選
挙
権

３
月
3
1
R
確

定
の
名
簿
に

登
録
洽
れ
て

い
る
人
。

◇
被
選
挙
権

か
に
該
当
す
る
Å
拓
ア
ー
ル

以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業

務
盈
β
叉
④
耕
作
の
業
務
を

営
む
者
の
同
居
の
親
族
ま
た
は

そ
の
配
偶
者
（
耕
作
日
数
が
年

川
6
0
日
以
上
）
＠
1
0
ア
ー
ル

７
月
1
7
日
は

７
月
７
日
陶
（
立
候
補
の
届
出

は
７
月
７
日
と
８
日
の
２
日
川
）

◇
投
粟
日

７
月
1
7
日
翻
、
投
票
時
間
は

午
前
７
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
。

た
だ
し
、
束
・
西
笠
収
、
炭
山
。

二
尾
、
池
尾

農
業
委
員
の
選
挙

①
宇
治
市
農
業
委
員
会
の
区
域

内
に
応
原
音
す
る
人
。

②
2
0
歳
以
上
で
次
の
い
ず
れ

以
上
の
農
地
に
つ
い
て
、
耕
作

の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人

の
奨
冒
ま
た
は
社
員
貿
格

事
項
に
該
当
し
て
な
い
こ
と
。

◇
告
示

地
区
に
つ
い

て
は
午
後
５

時
ま
で
。

投
票
整
理
券
は
後
日
お
送
Ｓ
＼
し
ま

す
。
そ
の
他
、
く
わ
し
い
こ
と
は

選
挙
管
理
香
芯
套
陛
農
業
委

員
会
ま
で
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

新着図書紹介

市
ｆ
ｆ
ｉ
Ｓ
Ｈ
室
に
は
、
多
く
の
寄
贈
本
が
よ
せ

ら
れ
て
い
未
了
。
今
回
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

「
続
々
東
寺
頁
‥
文
潟
」
・
・
・
国
の
忠
便
化

財
指
定
？
つ
け
て
い
る
我
国
最
大
の
古
文
書
の

ひ
と
つ
。

「
華
と
陶
」
・
・
・
い
け
ぱ
な
と
や
き
も
の
と
の

ふ
れ
あ
い
舎
ｙ
ｌ
マ
に
し
た
展
示
会
の
記
i
m

録
。ヽ

「
ヨ
ハ
ネ
ー
パ
ウ
ロ
ニ
世
」
・
・
・
先
日
来
日
さ

れ
た
ロ
ー
マ
法
王
パ
ウ
ロ
ニ
世
を
紹
介
。

「
日
本
の
白
書
昭
和
5
6
年
」
・
：
数
多
く
出

て
い
る
Ｋ
:
種
自
書
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
。

「
傀
康
づ
く
り
の
広
場
」
・
・
・
健
采
づ
く
り
と

は
ど
の
よ
ラ
な
こ
と
か
、
職
業
別
の
健
康
づ
く

り
の
方
法
忿
問
う
。

こ
の
ほ
か
市
民
図
磨

か
そ
ろ
汽
て
い
ま
ゐ
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

７００
－

催
し

高
齢
者
学
級

新
し
く
で
童
朱
幡
公
民
館
で

高
齢
者
学
級
が
開
か
れ
康
ｙ
。

▼
と
き
・
・
・
７
月
1
7
旦
圀
1
1
1
月

召
泌
の
毎
月
２
回
で
午
前
９
時

半
～
正
午
ま
で
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡

公
民
館
▼
入
級
資
格
・
・
・
市
内
在
住

の
Ｉ
り
蔵
以
上
の
人
で
、
続
け
て
学

ｙ
砥
き
る
人
ｙ
学
習
内
容
・
・
・
文
学
、

歴
史
、
政
治
な
ど
▼
定
員
・
・
・
5
0
人

▼
曹
用
・
・
・
無
料
。
た
だ
し
、
社
会

見
学
は
実
費
負
担
▼
申
込
み
・
・
・
７

貝
…
一
日
ま
で
に
木
幡
公
民
館
（
ａ

⑩
ａ
２
９
０
）
ま
１

（
木
幡
公
民
館
）

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
指
導
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
贅
成
購
座

障
害
児
の
夏
休
み
の
遊
び
と
仲

間
づ
く
り
宝
哭
じ
て
当
晋
戴

る
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
、
指
導
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
が
行

わ
れ
ま
す
。

▼
７
月
５
日
０
午
後
ｔ
時
半
か

ら
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
で
▼

７
月
1
9
日
囲
午
前
ａ
＞
時
～
正
午
ま

で
小
倉
小
学
校
で
▼
内
容
・
：
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
の
内
容
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
▼
申
込
み
・
・
・

直
接
会
場
へ
お
こ
し
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
養
成
講
座
か
受
講
さ
れ

な
ぐ
て
も
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
へ

は
参
加
で
き
ま
す
の
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
豊
り
Ｉ
ｌ
ａ
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

宇
治
柔
道
大
会

▼
と
き
…
７
月
1
9
ら
午
前
９
時

半
か
ら
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
高
校
体

育
館
ｙ
対
象
・
・
・
市
民
が
市
内
勤
務

の
人
▼
内
容
・
・
・
個
人
＝
小
・
中
学

生
（
学
年
別
）
の
部
、
段
外
の
部
。

初
段
の
部
、
二
・
三
段
の
部
。
団

体
＝
小
・
中
学
生
▼
申
込
み
・
：
柔

辺
連
盟
事
務
局
の
蒲
田
正
義
（
≪

〇
２
０
３
９
）
”
λ
ま
で
。

（
社
会
教
育
課
）

母
と
子
の

水
泳
教
室

▼
と
き
・
・
・
７
月
1
3
日
側
～
1
6
ら

團
の
午
後
４
時
～
６
時
▼
と
こ
ろ

・
：
黄
奘
公
園
プ
ー
ル
▼
参
加
料
…

耳
日
円
▼
対
象
-
l
a
と
子
3
0
組

（
た
だ
し
、
子
＆
＆
旨
趣
以
占

▼
申
込
み
・
：
社
必
一
戦
育
課
ま
で
。

（
社
会
教
育
課
）

７
月
の
献
血

ｖ
７
月
８
日
伽
午
前
1
0
時
Ｉ
正

午
と
午
後
ｔ
時
Ｉ
ａ
時
半
ま
で
ヤ

ク
ル
ト
京
都
工
場
で
▼
７
月
1
7
R

向
午
前
1
0
時
玉
比
午
と
午
後
ｔ
時

～
３
時
半
ま
で
丸
山
一
‐
貨
店
で
。

（
保
健
衛
牛
謀
）

軟
式
テ
ニ
ス
教
室

▼
と
き
・
＝
７
月
1
1
日
出
～
８
月

２
日
囲
毎
週
土
・
日
曜
日
の
午
後

５
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄
聚
公
園

コ
ー
ト
▼
参
加
料
…
五
百
円
▼
対

象
・
：
一
般
社
命
入
5
0
人
▼
申
込
み

・
・
・
社
会
教
育
課
ま
で
。

。
（
社
会
教
育
課
）

ゆ
か
た
仕
立
教
室

▼
と
き
・
・
・
７
月
８
日
。
1
5
B
、

2
2
日
、
2
9
日
、
午
前
９
時
か
｡
ｒ
£
J

時
ｖ
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ
ル

メ
ン
ト
▼
内
容
…
ゆ
か
た
（
子
ど

も
・
婦
人
用
）
の
仕
立
と
着
付
▼

講
師
・
・
・
宇
治
婦
人
会
和
裁
散
寄
ヲ

ル
’
‐
プ
▼
受
講
料
・
：
無
料
▼
定
員
・
・
・

2
0
人
▼
申
込
み
・
：
宇
治
労
働
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
心
慧
0
1
3
1
5
番
）

ま
で
。
心
交
通
労
政
課
）

訂
正

の
記
事
の
中
で
、
衛
生
費
の
矢
落

中
継
所
廃
止
に
伴
２
縫
費
が
二
、

一
二
〇
円
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

二
、
一
二
〇
万
円
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
、
訂
正
し
示
す
。

移
動
図
書
館
（
７
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

｛
７
月
・
８
月
の
巡
回
〉

７
月
・
８
月
は
２
ヵ
月
で
市
内
を
一
巡
し
ま
す
。

‘
な
お
、
午
前
中
の
巡
回
で
す
の
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

〈
市
民
図
書
室
の
休
宣
日
〉

７
月
の
休
室
日
は
、
毎
週
月
曜
日
と
3
1
日
で
す
。

大
久
保
町
旦
椋

高
島
哲
生
ち
ゃ
ん

5
5
す

く
≪
Ｄ

び
ん
い
い

そ
さ
て
さ

あ
子
し
だ

水
お
集
く

は
る
募
絡

‘
す
を
連

ん

‘
・
軟
Ｉ
ご

以
ぽ
掲
れ
へ

諮
ｔ
ａ

八
万
の
月
広

が
こ
７
書

年
文

ｔ
イ廠

…
…
゛
」
…
…¨
廠
ノ
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みんなの健康



(
M
i
D
斟 りよだ政市治宇 倒行発叩順３眸徊同年9

8
11

相
談
カ
レ
ン
ダ
ー

7
月
分

もえないゴミ収集日程表
市役所清掃課

赤
国
ヽ
中
ノ
開
以
ヽ
ヽ
番
ｊ
Ｉ
除
ヽ
ノ
派
３
市
前

３
ヽ
ヽ
浦
正
壇
新
鉄
塚
華
弐
神
山
を
山
中
ヽ
・
３
の
信

神
内
田
西
の
‘
ヽ
ヽ
国
里
蓮
ヽ
天
丸
筋
ノ
新
盛

’
一
’
Ｉ
語
で
京

天
ノ
山
ヽ
西
庄
浦
ヽ
一
｀
神
の
ヽ
道
上
ヽ
口
山
毛
ま
南

・
陣
北
戸
以
ノ
西
割
ヽ
３
楽
野
南
島
国
ヽ
荒
茶
Ｉ
ノ
西
ヽ
前
ら

廟
一
一
瀬
｀
一
一
北
ヽ
番
田
田
妙
ヽ
以
中
ヽ
竹
中
・
筋
南
ヽ
山
信
か

御
園
尾
大
３
ヽ
林
三
皆
山
ヽ
琶
鉄
ヽ
山
大
・
裏
道
ヽ
城
中
京
前

の
御
桧
Ｉ
Ｉ
東
川
梅
・
日
■
ヽ
番
琵
国
谷
寺
ヽ
田
西
府
尻
全
ヽ
南
銀

北
一
Ｉ
畑
端
ノ
古
ヽ
二
ヽ
振
壱
ヽ
ヽ
ｊ
宮
ヽ
ロ
ノ
の
の
ノ
の
尻
ら
京
Ｉ

以
田
畠
内
南
芝
、
林
・
本
又
ヽ
居
森
郎
ヽ
ノ
中
筋
で
井
東
井
か
・
浦
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城南衛生管理組合
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